
しあわせ信州移動知事室（南信州地域）の実施結果について 

コンテンツ名 
県政ランチミーティング 

【よこね田んぼ保全活動を通じた中山間地域の活性化と、棚田に集う人々との交流について】 

日  時 平成 30年 10月 25日（木）12:30～13:30 

場  所 飯田市千代 よこね田んぼ管理棟前 

参 加 者 
よこね田んぼ保全委員会、飯田市千代地域おこし協力隊、飯田市千代自治振興センタ

ーの皆さん ７名 

目 的 
棚田を活用した地域振興について、日本の棚田百選「よこね田んぼ」で収穫された米

を使ったランチを食べながら、中山間地域での暮らしの価値を見出し、再発見する。 

主 な 内 容 棚田保全活動や都市交流の拡大について懇談 

実 施 結 果 

１ 懇 談 

●参加者からの発言 

・農村の原風景を残す棚田の保全活動を通じて 

地元の子供たちや都市住民との交流を深め、地 

域の活性化を目指した取組を進めている。 

・里山や田んぼなど豊かな自然を生かした地域 

おこしが必要だと考えている。 

・保全委員会をＮＰＯ法人とすることで、従来 

個々で取り組んだ活動を一体的なものとして 

発展させていきたい。 

●知事からの発言 

・棚田の保全や伝統野菜である千代ネギの栽培に子どもたちを巻き込んで 

やっていることは素晴らしい。 

・棚田と里山はもともとセットのもの、里山も薪を作れば資源になる。 

地元産米の日本酒造りにも取り組んでおり、そうしたものをパッケージ化 

することで、自立した地域活動につながっていくのではないか。 

 

２ まとめ（知事からの発言） 

・都会とつながることはいいことだと思う。南信州はこれからリニアの時代なの 

で、そういった部分を活かしながら皆さんで考えていただいて、我々も応援して 

いきたい。 

 

 

 

 

 


